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特別支援教育 

 

知的障害のある生徒の自ら考え，主体的に判断し行動する力の育成を目指す指導の工夫  
― デジタル機器を活用した対面授業とオンライン授業を組み合わせた自立活動を通して ― 

                                      

広島県立福山北特別支援学校 高垣 有 

                                      

研究の要約 

本研究は，知的障害のある生徒の「自ら考え，主体的に判断し行動する力」の育成を目指す指導の工夫

について追究したものである。文献研究から，知的障害のある生徒は実際の生活場面の中で，自ら思考を

働かせ，主体的に判断し行動する力が必要であることが分かった。また，デジタル機器は，個々の実態に

応じた指導に効果を発揮することができる重要なものであることも分かった。そこで，デジタル機器を活

用し，必要な知識・技能を身に付けるための対面授業と，それらを実践的に活用するオンライン授業を組

み合わせた自立活動を実施した。その結果，これまで教員に頼っていた生徒が，その場にいない教員の指

示を聞いて，自ら学習を進めたり，画面越しの相手に対して働き掛ける方法を自ら考え，主体的に判断し

行動したりする姿が見られた。このことから，デジタル機器を取り入れた対面授業とオンライン授業を組

み合わせた自立活動を行うことは，知的障害のある生徒の「自ら考え，主体的に判断し行動する力」を育

成することに有効であると分かった。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大に

よって，予測困難な時代が現実のものとなった。こ

のような時代に対し，中央教育審議会「『令和の日

本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たち

の可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な

学びの実現～（答申）」（令和３年，以下「中教審

（答申）」という。）では，「目の前の事象から解

決すべき課題を見いだし，主体的に考え，多様な立

場の者が協働的に議論し，納得解を生み出すことな

ど，正に新学習指導要領で育成を目指す資質・能力

が一層強く求められている」1)と示されている。 

また，特別支援学校教育要領・学習指導要領解説

総則編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30年，以

下「総則編」という。）では，「中学部の時期は，

自我に目覚め，自ら考え主体的に判断し行動するこ

とができるようになり，人間としての生き方につい

ての関心が高まってくる。」2)と示されている。 

所属校は，知的障害特別支援学校である。主体的

な学びを促すための児童生徒の「得意」を生かした

授業づくりにおいて，筆者が担当している中学部に

おいて，教員がどのようなことを生徒の「得意」と

捉えているか，分類した。その結果を，コミュニケ

ーション能力（伝えること，関わること等），知

識・技能（身体を動かすこと，作業等），態度（積

極性や責任性等）の三つの項目で整理したものが図

１である(1)。 

 

図１ 対象とした中学部生徒の「得意」の項目別の割合 

 

図１から，中学部の教員は，生徒の「得意」を捉

える視点として，コミュニケーション能力，知識・

技能に関することがそれぞれ40％前後であった。そ

れに対し，態度に関することが20％に満たなかっ

た。このうちの「得意」として捉えている態度に関

する内容については，図２に示す(1)。 

 

中学部生徒の態度の内容 

・何事にも興味をもって取り組む。 

・初めてのことにも積極的に取り組む。 

・リーダーなどの役割を担うと，役割を果たそうとする。 

・料理や手伝いを積極的に行う。 

・繰り返しの活動が得意。 

図２ 中学部生徒の態度の内容 
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図２から，中学部では活動に積極的に取り組み，

役割を果たすなどの内容が挙げられている。これ

は，中学部の生徒は，興味・関心のあるものやパタ

ーン化されたものに対して，意欲的に活動すること

ができていることを示している。反面，支援がある

ことを当たり前と考え，自分で考えて行動する場面

で固まってしまう生徒がいる。このことから，受動

的な学びであることが多く，「自ら考え，主体的に

判断し行動する力」が身に付いていないと考える。 

田村学（2015）は，「常に教師の指示ばかりを受

け続けている子どもは，いつしか受け身で，自ら考

え判断することのない子どもに育ってしまう可能性

がある。」3)とし，「常に，自ら考え，共に考える

ことを繰り返している子どもは，主体的に，協同的

に行動する子どもに育っていくことが期待でき

る。」4)と述べている。 

これらのことから，知的障害のある生徒が予測困

難な時代を生きるためには，「自ら考え，主体的に

判断し行動する力」の育成が必要であると考え，本

主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 知的障害のある生徒の「自ら考え，主体的に 

判断し行動する力」とは 

文部科学省「特別支援教育の推進について（通

知）」（平成19年）では，特別支援教育の理念とし

て，「障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に

向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち，

幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し，そ

の持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善又は

克服するため，適切な指導及び必要な支援を行うも

の」5)と示されている。 

このことに関わり，特別支援学校学習指導要領解

説各教科等編（小学部・中学部）（平成30年，以下

「各教科等編」と示す。）では，知的障害のある生

徒の学習上の特性として，「学習によって得た知識

や技能が断片的になりやすく，実際の生活の場面の

中で生かすことが難しい。」6)や，「成功経験が少

ないことなどにより，主体的に活動に取り組む意欲

が十分に育っていないことが多い。」7)と示されて

おり，教育的対応の基本として「生活に結びついた

具体的な活動を学習活動の中心に据え，実際的な状

況下で指導するとともに，できる限り児童生徒の成

功経験を豊富にする。」8)などと具体化して示され

ている。このことから，知的障害のある生徒への指

導・支援は，実際的な生活場面の中で具体的に考え

させるなどの工夫を行い，それらを通して，自立や

社会参加に向けた資質・能力を育成することが重要

であるといえる。 

 さらに「総則編」では，自立活動の指導における

「自立し社会参加する資質」について，「児童生徒

がそれぞれの障害の状態や特性及び心身の発達の段

階等に応じて，主体的に自己の力を可能な限り発揮

し，よりよく生きていこうとすること」9)と示され

ている。 

 また，特別支援学校教育要領・学習指導要領解説

自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）（平成30

年）においても，「小学部，中学部においては，自

立活動の指導の効果を高めるため，児童生徒が興味

をもって主体的に活動し，しかも成就感を味わうこ

とができるようにする必要がある。」10)と示され，

「自分が何のために，何をするのかを理解し，学習

への意欲がわいてくるような指導内容を取り上げる

ことが大切である。」11)と示されている。さらに，

児童生徒の主体的な活動を促すために，活動しやす

いように，環境や状況に対する判断や調整をする力

を育むことが重要であるため，自己選択・自己決定

する機会を設けることで，思考・判断・表現する力

を高めることができるような指導内容を設定するこ

と(2)が新たに示されている。 

 これらのことから，知的障害のある生徒にとって

「自ら考え，主体的に判断し行動する力」とは，自

立や社会参加に向けた資質・能力を育成するため，

実際的な場面の中で自分が何のために，何をするの

かを理解したり，自己選択・自己決定したりしなが

ら，自ら支援を求めることを含めた，自分がどうい

う行動をすればよいかなどの思考を働かせ，主体的

に行動する力であると考える。 

 

２ デジタル機器を活用した対面授業とオンライ

ン授業を組み合わせた自立活動 

(1) デジタル機器を活用した自立活動 

特別支援学校幼稚部教育要領小学部・中学部学習

指導要領（平成29年告示）では，自立活動の目標を

「自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困

難を主体的に改善・克服するために必要な知識，技

能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発達

の基盤を培う。」12)と示されている。 

「各教科等編」においては，「情報機器等を有効

に活用することにより，児童生徒のもつ能力や可能

性が更に引き出され，様々に学習活動が発展し，豊
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かな進路選択の可能性が広がることで，自立と社会

参加が促進されていく」13)と示されている。 

文部科学省「新しい時代の特別支援教育の在り方

に関する有識者会議 報告」（令和３年，以下「有

識者会議報告」という。）では，ＩＣＴは「障害の

有無を問わず，子供が主体的に学ぶために有用なも

のであるとともに，特別な支援を必要とする子供に

対しては，その障害の状態や特性及び心身の発達の

段階等に応じて活用することにより，各教科等の学

習の効果を高めたり，障害による学習上又は生活上

の困難を改善・克服するための指導に効果を発揮し

たりすることができる重要なものである。」14)と示

されている。 

また，文部科学省「教育の情報化に関する手引

（追補版）」（令和２年）においては，「障害によ

る困難さから移動や人との関わりの範囲が狭くなり

がちな児童生徒にとって，インターネット等のネッ

トワークを介したコミュニケーションや，テレビ会

議システム等を介した遠隔交流は大きな意味をもっ

ている。そうした経験の拡大が将来の自立や社会参

加に役立つと考えられることから，自立活動におい

て情報機器の活用や情報教育を積極的に進めること

が大切である。」15)と示されている。 

これらのことから，自らの課題や困難さに対して

主体的に改善・克服することを目指す自立活動の指

導において，デジタル機器を活用した学習活動は，

個々の実態に応じた指導に効果を発揮することがで

きる指導・支援の工夫として有用であると考える。 

(2) 対面授業とオンライン授業の組み合わせた自立

活動 

「中教審（答申）」では，「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けて「教師が対面指導と家庭や

地域社会と連携した遠隔・オンライン教育とを使い

こなす（ハイブリット化）など，これまでの実践と

ＩＣＴとを最適に組み合わせることで，学校教育に

おける様々な課題を解決し，教育の質の向上につな

げていくことが必要である。」16)と示されている。 

また，「有識者会議報告」では，自立活動の指導

は「基本的には対面での直接的なやりとりを通して

学習が展開されているため，オンラインでの指導の

実践事例は十分蓄積されていない。」17)と示され，

令和２年２月末から５月末までに行われた臨時休業

中においては，「自立活動の指導の多くは実施され

ていない状況があった。」18)と指摘している。その

ため，今後は「対面での指導や児童同士の学び合い

とのベストミックスに留意しながら，オンラインを

活用した自立活動の指導の実施方法やその留意点に

ついて，実践的に研究を進めることが必要であ

る。」19)と示されている。 

このことに関わる具体的な取組として，墨田区教

育委員会（令和２年）は，小学校の特別支援学級に

おいて，オンライン授業はモニターを介するため児

童が教員に分かりやすく伝える必然性が生まれ，工

夫して伝えようとする学びが深まったという事例(3)

を紹介している。 

これらのことから，知的障害のある生徒が，必要

な知識・技能を対面授業において身に付け，それら

の知識・技能を実践的に活用する環境設定としてオ

ンライン授業を実施し，「自ら考え，主体的に判断

し行動する力」を育むことができると考える。この

ことについて，図３に示す。 

 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

自立活動の指導において，デジタル機器を活用し

た対面授業とオンライン授業を組み合わせた指導の

工夫を行えば，知的障害のある生徒の「自ら考え，

主体的に判断し行動する力」を育成することができ

るであろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表１に示す。 

 

 

本研究に係る対象生徒は，知的障害があり，重複

障害学級に在籍する女子生徒２名とする。検証にお

 

図３ 対面授業とオンライン授業を組み合わせた自立活

動（構想図） 

表１ 検証の視点と方法 

検証の視点 方法 

「自ら考え，主体的に

判断し行動する力」が

身に付いたか。 

・行動観察 

（研究授業の映像，その他の様子） 

・聴き取り調査（生徒ｂ，担任） 

自ら考え，主体的に判断し行動する力が育成される！ 

オンライン授業 

 

対面授業で 

習得した知識・技能を 

自分で般化・応用 

対面授業とオンライン授業を組み合わせることで… 

対面授業 

 
個々の生徒に必要な 

知識・技能の習得 
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いては，まず，生徒の実態に応じた行動観察におけ

る「評価基準表」を作成する。次に，研究授業での

生徒の行動を，評価基準表を照らして分析・考察す

る。各生徒の実態を表２，生徒ａの評価基準表を表

３，生徒ｂの評価基準表を表４に示す。 

 

 

Ⅳ 研究授業について 

 

１ 研究授業の内容 

○ 期 間 令和３年６月21日～令和３年７月12日 

○ 対 象 所属校中学部第２学年（２名） 

○ 領 域 自立活動 

○ 題材名 自分の考えや思いを相手に伝えよう 

○ 目 標 

生徒 目標 

全体 
・思考を働かせ，自ら必要な支援を求めたり，自分の

考えや思いを伝えたりすることができる。 

ａ 
・相手に見せるなどの身振りをすることで，自分の思

いを伝えることができる。 

ｂ 
・相手と積極的に会話のやり取りをすることができ

る。（話し方・聞き方，報告・連絡・相談） 

○ 指導計画（全９時間） 

次 時 
学習活動及び内容 

生徒ａ 生徒ｂ 

一 
①対面 

・やりとり遊び 

・目と手の協応課題 

・文章作り 

・会話練習 

・探し物ゲーム 

②対面 
・やりとり遊び ・言葉遊びゲーム 

・制作活動 ・探し物ゲーム 

③オン 「①対面」と同様。 

二 ④対面 「①対面」と同様。 

⑤オン 「②対面」と同様。 

⑥オン 「①対面」と同様。 

三 ⑦対面 「①対面」と同様。 

⑧オン 「②対面」と同様。 

⑨オン 「①対面」と同様。 

※以下，本文中の表記を，第１時対面授業を「①対面」，第３時オンラ

イン授業を「③オン」などと表記する。 

※生徒Ｂは「③オン」及び「⑨オン」に欠席であったため，「⑨オン」

を別日に実施した。 

※今後の本文中の表記について，「ＭＴ」はメインティーチャー，「Ｓ

Ｔ」はサブティーチャー，「Meet」はビデオ会議ツールを指す。 

 

 

２ 研究授業の概要 

 研究授業において，第一次，第二次，第三次を通

して，同じ活動を繰り返し学習することで，活動内

容の定着を図ることにした。指導・支援の内容につ

いては，表５に示す。 

(1) 第一次 

第一次では，学習活動及び内容を把握することや

ＭＴとのMeetに慣れることをねらい指導を行う。前

半は各々の課題に対して，個々で学習を進めてい

く。ＭＴが生徒ａとMeetをしているとき，生徒ｂは

一人で学習を進める。ＭＴが生徒ｂとMeetを行う場

表２ 生徒の実態 

生徒 実態 

ａ 

知的障害と肢体不自由を併せ有している。発話はない

が，喜怒哀楽の感情を表情や行動で表出する。注意が散

漫である。自分の意思や気持ちを適切に表現することが

難しく，人に対して掴みかかったり物を投げたりする行

動をとることがある。自信をもって活動することを目指

し，朝の会等で音声ペンを活用している。 

ｂ 

知的障害と病弱を併せ有している。口頭による指示や

会話のやりとりは概ね理解している。周囲の様子や写真

等を見て行動したり，模倣したりすることができる。話

をすることが好きだが，必要な報告・連絡・相談を自ら

行うことが少なく，自分の思いや気持ちを整理して話す

ことが難しい。注意を叱責と捉えてしまうことがある。 

表３ 評価基準表（生徒ａ） 

項目 
評価基準 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

し
た
い
教
材
を
身
振
り
で
表
現 

教材のどちら

かを選択し，

相手に見せる

身振りをし，

自分のしたい

ことを相手に

伝えている。 

教材のどちら

かを選択し，

持ち上げるな

どの相手に手

渡す身振りを

し，自分のし

たいことを相

手に伝えてい

る 。 

相手に注意を

向けている

が，周囲を気

にしている。 

選択した教材

を相手の手元

ではないとこ

ろへ動かして

い る 。 

相手に注意を

向けている

が，周囲を見

渡して，落ち

着かない様子

である。 

教材に目を向

けているが，

触れようとし

ていない。 

身
振
り
や
音
声
ペ
ン
で
依
頼 

対象物を持っ

てきたり，見

せたりするな

どの身振りで

相手に伝えて

い る 。 

自ら音声ペン

を操作して，

相手に依頼し

ている。 

対象物を触っ

たり手渡した

りするなどの

身振りで相手

に伝えてい

る 。 

手元に目を向

けて教員と一

緒に音声ペン

を操作し，相

手に依頼して

い る 。 

対象物に近づ

いて触り，教

員と一緒に持

ち運び，相手

に手渡してい

る 。 

注意が逸れて

いるが，教員

と一緒に音声

ペンを操作

し，相手に依

頼している。 

相手や対象物

に注意を向け

ているが，触

ろうとしてい

な い 。 

手に持ってい

るものを落と

したり，投げ

たりする。 

表４ 評価基準表（生徒ｂ） 

項目 
評価基準 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

会
話
の
や
り
と
り 

相手に聞き取

りやすい声量

とスピードで

４Ｗ１Ｈを意

識して簡潔な

文で相手に伝

えている。 

内容に合った

質問をしなが

ら相手の話を

聞いている。 

相手に聞き取

りやすい声量

とスピードで

自分の考えを

話している。 

内容には合わ

ないが，質問

をしている。 

相手に聞き取

りやすい声量

で，自分の考

えを話してい

る 。 

相手に対して

自分から質問

をしていな

い 。 

声が小さかっ

たり，早口で

話をしたりす

る 。 

自分の考えが

思いつかず， 

「ああ。」と

話を濁したり

違う話に変え

たり黙り込ん

だりする。 

報
告
・
連
絡
・
相
談 

自分から「で

きた。 ｣や

「分からな

い。」などと

報告・連絡・

相談をしてい

る 。 

声を掛けられ

ると，「でき

た。」や「分

からない。」

などの言葉で

自ら相手に気

持ちを伝えて

い る 。 

小さい声で相

手に伝えてい

る 。 

「できた。」

と相手に伝え

ている。 

視線のみで訴

え る 。 

分からないと

ころを放って

おいたり，黙

り込んだりし

ている。 
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合は，生徒ａはＳＴと活動を進める。後半は２人と

も「探し物ゲーム」を設定し，お題に沿ったものを

教室内で探し，互いに発表し合う活動を行った。 

(2) 第二次・第三次 

第二次及び第三次では，第一次の学習活動及び内

容を継続することにより，生徒ａ・ｂが自ら考え，

主体的に判断し行動することをねらう。「探し物ゲ

ーム」は，お題に書かれた記号を他の教員や友だち

に依頼をして書いてもらい，お互いに発表し合う活

動を行った。活動の様子を図４に示す。 

 

 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

対面授業とオンライン授業における行動の変容及

び，研究授業における事前と事後の日常生活の様子

を観察・比較・分析し，検証する。 

 

１ 生徒ａの行動の変容 

(1) 研究授業における行動観察から 

 評価基準表に基づき，評価した結果（一部抜粋）

を，表６に示す。 

 

 

ア 「したい教材を身振りで表現」について 

「①対面」はＢ評価，「③オン」はＣ評価だが，

「⑦対面」「⑨オン」はいずれもＡ評価となった。 

「③オン」では，教室内のＳＴに助けを求めるよ

うに手を伸ばしていた。「⑦対面」以降は，画面越

しのＭＴの声掛けを聞いて，常同行動をやめて再度

教材を触る行動や，絵本を持ち上げて見せようとす

る行動が見られた。この活動の様子を図５に示す。 

 

 

これは，対面授業とオンライン授業で同じ学習活

動を繰り返す中で，オンラインの構造を掴めたこと

により，近くにいるＳＴに頼ることなく，自ら画面

に向かって活動する姿が見られたと考える。また，

「①対面」「③オン」においては，手指を触る同じ

行動が頻回に見られた。佐藤康子（1983）は，常同

行動を「時と場所を選ばずに反復してあらわれ，目

的や意味を明確にすることが困難な行動」20)と定義

している。この手指を触る行動は常同行動であると

捉える。権頭こずえ・髙尾兼利（2020）は，知的障

害児の常同行動の出現する要因は「楽しみ」と「不

安」である(4)と述べている。生徒ａにとって手指を

触ることは，初めての活動場面で何をすべきなのか

 

図４ 「探し物ゲーム」の活動の様子 

表５ 生徒ａ・ｂへの指導・支援の内容 

生徒 場面 指導・支援の内容 

ａ 

や
り
と
り
遊
び 

・したい教材を見せるように声掛けやジャスチャー

で促す。教材を選択しているときは声掛けを減ら

し，注意が逸れたり固まったりする状態であれば

「見せて。」などの声掛けを行う。 

・オンライン授業時には，画面越しのＭＴに注意を

向けられるようにＳＴは離れた場所で待機する。 

探
し
物
ゲ
ー
ム 

・第一次は，ＳＴが指差したものに注意を向けさ

せ，触ったり持ち運んだりして相手に手渡すこと

をねらう。 

・第二次以降は，相手に伝える方法として音声ペン

を活用する。「写真，記号，お願いします」のシ

ールに音声ペンをかざして，操作させる。 

ｂ 

会
話
練
習 

・Meetを用いて，教員が同じ空間に居ない環境を設

定し，その場にいない相手に自分の考えを適切に

伝えることをねらう。一方的に話すのではなく，

会話のやりとりを意識して行う。 

・第二次以降は，会話練習前に会話のやりとりのポ

イントを視覚的に確認してからMeetを行う。 

文
章
作
り
・
言
葉
遊
び 

・文章が完成したときや，分からないときの報告・

連絡・相談のルールなどをイラスト付きのスライ

ドで確認し，活動を進める。 

・オンライン授業時は，ＭＴの名前を呼んだり，ボ

タンを押したりすることが相手に伝える方法とい

うことを説明する。 

・「⑥オン」以降，今からすることを画面上に提示

しておき，確認してから一人で取り組ませるよう

にする。 

探
し
物
ゲ
ー
ム 

・第一次は，自分で考えるように声掛けを減らす。

困っている場合は，発問後に依頼するよう促す。 

・第二次以降は依頼するときの言い回しについてス

ライドを提示して確認し,一人で依頼しに行くよ

うに促す｡ 

・発表時は４Ｗ１Ｈを意識して話すよう促す。 

表６ 研究授業における評価結果（生徒ａ） 
        時 

項目 ①対面 ③オン ⑦対面 ⑨オン 

したい教材を身振りで表現 Ｂ Ｃ Ａ Ａ 

身振りや音声ペンで依頼 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ 

 

図５ 「したい教材を選ぶ」の活動の様子 

「③オン」 

ＳＴに助けを求めている。 

常同行動が多い。 

 この絵本がいい！ 

「⑨オン」 

電子黒板側を見て，絵本を 

持ち上げて見せている。 
 

先生,助けて。 

 
絵本と楽器どっちにする？見せて。 

。 

〔生徒ｂ〕 

❷書いてもらったものを発表する。 ❶依頼をして書いてもらう。 

 
書いてください。 

お願いします。 
 

○○先生に 

三日月を描いて 

もらいました。 〔生徒ｂ〕 
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分からず，「不安」な気持ちの表れと考える。そこ

で，常同行動の時間の割合を，表７に示す。 

 

 

常同行動の時間の割合を「①対面」と「⑦対面」

で比較すると66％から29％に，「③オン」と「⑨オ

ン」を比較すると51％から10％に，それぞれ大幅に

減少した。活動時間を比較すると，「⑨オン」は活

動時間が増加している。これは，提示する教材を増

やしたためであり，生徒ａがどの教材にするのか自

ら考える時間が増えたと考える。また，教員の声掛

けで常同行動を止め，活動に戻る姿も見られたた

め，画面越しの相手を意識して行動できたと考え

る。支援を受けることが当たり前と考えていた生徒

ａにとって，一人で考えて行動する必然性を生んだ

オンライン授業は，効果的な指導であったと考え

る。 

これらのことから，画面越しにいるのがＭＴであ

ることが分かり，画面に向かって自分のしたいこと

を伝えようとする「自らが考え，主体的に判断し行

動する力」につながったと考える。 

イ 「身振りや音声ペンで依頼」について 

第一次では，教室内の具体物に触れ，自分で持ち

運び，他の教員や友だちに手渡す姿が見られた。よ

って，「①対面」「③オン」はＢ評価のまま変わら

なかった。第二次及び第三次では，音声ペンを操作

して相手とやりとりすることを取り入れた。「⑦対

面」ではＣ評価だったが，「⑨オン」はＢ評価で評

価が上昇した。その活動の様子を，図６に示す。 

 

 

これは，対面授業だけでなく，オンライン授業に

おいても同様の活動を繰り返し，活動の見通しをも

たせる指導が，自分で操作しようとする意欲を高め

ることに効果的であったと考える。 

(2) 研究授業以外での行動観察から 

  日常生活の指導（朝の会）において，日直当番

として進行する場面で音声ペンを活用している。

「⑧オン」当日の朝の会では，教員がほとんど補助

していない状態で，音声ペンを操作する行動が見ら

れた。「⑦対面」において，音声ペンで依頼したと

きに，声を出して笑う様子が見られた。音声ペンを

操作する様子を，図７に示す。 

 

 

これは，自分の行動によって反応が返ってきたこ

とが，生徒ａにとってやりとりの成功経験となり，

日常生活の指導においても自ら音声ペンを操作する

ことで，相手に伝えようとする行動につながったと

考える。 

このように，活動の繰り返しの中で身に付けた知

識・技能を，日常生活の場面でも般化・応用しよう

とする姿が見られたことから，生徒ａが「自らが考

え，主体的に判断し行動する力」を育成することが

できたと考える。 

 

２ 生徒ｂの行動の変容 

(1) 研究授業における行動観察から 

ア 「会話のやりとり」について 

評価基準表に基づき，「会話のやりとり」につい

て評価した結果（一部抜粋）を，表８に示す。 

 

 

「①対面」のＣ評価から「④対面」のＢ評価へ上

昇し，さらに，「⑨オン」ではＡ評価に上昇した。 

「①対面」では質問に答えるばかりで生徒ｂが一

方的に話していた。「④対面」では相槌をしながら

相手の話を聞き，会話の内容に合わないが質問をし

ていた。さらに，「⑨オン」では会話の内容に関連

した質問をすることができた。これは，「④対面」

表７ 常同行動の時間の割合（生徒ａ） 
          時 

項目 ①対面 ③オン ⑦対面 ⑨オン 

活動時間 41秒 261秒 41秒 478秒 

常同行動の時間 27秒 138秒 12秒 48秒 

割合 66％ 51％ 29％ 10％ 

※「活動時間」は，教員が指示をしてから，生徒ａがし

たい教材を身振りで表現するまでの時間を示す。 

 

図６ 「身振りや音声ペンで依頼」の活動の様子 

 

図７ 朝の会での音声ペンを操作する様子 

表８ 「会話のやりとり」における評価結果 
         時 

項目 ①対面 ④対面 ⑨オン 

会話のやりとり Ｃ Ｂ Ａ 

教員と一緒に操作 教員がストラップを持つと，自ら操作 

「⑦対面」 

注意が逸れて周囲を見回している。 

「⑨オン」 

手元に注意を向けている。 
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で会話のやりとりのポイントを確認してからMeetを

行ったことと，「⑥対面」「⑦対面」においては，

「④対面」の会話映像等を見ながら，会話の内容に

関連する質問ができるよう再度会話のやりとりのポ

イントを確認する指導を行ったことが効果的であ

り，「自ら考え，主体的に判断し行動する力」を，

「⑨オン」において般化できたと考える。「会話の

やりとり」の活動の様子を，図８に示す。 

 

 

また，普段の対面授業では小さい声で話すことが

多いが，Meet中の生徒ｂについて「会話練習になる

と，声が大きくなっていた。」とＳＴは述べてい

る。これは，生徒ｂがマイク付きヘッドホンをする

ことで，自分とＭＴの声が聞き取りやすくなり，会

話のやりとりに対する意欲につながり，画面越しに

相手に伝えたいという思いを引き出すことができた

と考える。 

イ 「報告・連絡・相談」について 

評価基準表に基づき，「報告・連絡・相談」につ

いて評価した結果（一部抜粋）を，表９に示す。 

 

 

対面授業においては，「①対面」「④対面」のＤ

評価から，「⑦対面」ではＢ評価に上昇した。オン

ライン授業においては，「⑥オン」のＣ評価から，

「⑨オン」はＢ評価に上昇した。「報告・連絡・相

談」の活動の様子を表10，「⑥オン」「⑨オン」で

の報告の様子を図９に示す。 

 

 

 

「⑥オン」と「⑨オン」を比較すると，ＭＴから

声を掛けられると，「⑥オン」では報告する発言の

みであったのに対し，「⑨オン」では報告ととも

に，困っていたことを，自分なりの言葉で伝えるこ

とができた。これは，「①対面」から繰り返し，困

ったときや終わったときの「報告・連絡・相談」の

場面 行動観察の様子 

「①対面」 
ＭＴの質問に対して答えるばかりで，一問一答形式で

会話が進み自分のことを一方的に話していた｡ 

「④対面」 

ＭＴの質問に正確に答えることができず，会話のやり

とりが嚙み合っていない。会話のテーマや内容に関連

していない質問をした。ＭＴの返答に対して笑って会

話を終了させた。 

 

「⑥オン」 会話のやりとりのポイントを確認した。 

「⑦対面」 

会話のやりとりのポイントを確認した。 

 

「⑨オン」 

会話のテーマや内容に関連した質問し，ＭＴの返

答に対して繰り返すような発言があった。 

 

図８ 「会話のやりとり」における活動の様子 

表９ 「報告・連絡・相談」における評価結果 
         時 

項目 ①対面 ④対面 ⑥オン ⑦対面 ⑨オン 

報告・連絡・相談 Ｄ Ｄ Ｃ Ｂ Ｂ 

表10 「報告・連絡・相談」における活動の様子 

場面 行動観察の様子 

「①対面」 
文章作りの「何をした」について何を書けば良いか分

からず，目線のみでＭＴを呼ぼうとしていた。 

「④対面」 
「探し物ゲーム」で自分の言葉で相手に依頼すること

に自信がなく，ＭＴに目線を向けるだけであった。 

「⑥オン」 

文章作りでは，何と書けば良いか分からず，ＭＴに相

談しようと目を向けるが，相談することは難しかっ

た。ＭＴが声を掛けると「こんな感じ。」と伝えた。 

「⑦対面」 
分からない問題に対して画面に提示された教材を手掛

かりに，ＭＴを呼び「分からない。」と伝えていた。 

「⑨オン」 

文章作りを分からないまま進め，自ら相談することは

なかった。活動終了時にＭＴが声を掛けると，「でき

た。」や「何かおかしい。」とＭＴに伝えていた。 

 

図９ 「⑥オン」「⑨オン」での報告の様子 

 
今日の朝，何を食べましたか？ 

 

 

トウモロコシ食べた。 

小っちゃい。何か黄色い。 

こういう形の…（略） 

 
おにぎりとサラダを食べました。 

先生って，昨日の夜何を食べたの？ 

 
食べたの？あ～，サラダね。 

 
昨日はね，11時くらいに寝ました。 

 
あはは！あっ！（タイマーが）鳴ったわ。 

先生って，夜何時くらいに寝てるの？ 

 
昨日は，何をしたんですか？ 

 

お家で，星野見てて…（略） 

そしたら，夢の中で星野が… 

ポポちゃんがいて，虫がおった… 

 
それは寝てるときの話？ 

 
寝てるときは，９時か８時くらい。 

 

 何かおかしいんだけど… 

。 

 
何て書けばいいか 

分からないなぁ。 

 

「⑥オン」 

何を書けば良いか分からず， 

ＭＴが声を掛けても， 

相談するような発言はなかった。 

「⑨オン」 

自らの間違いに気付き， 

ＭＴに一言伝えていた。 

 
（活動終了後）ｂさん，どうですか？ 

 

映像や会話内容等を見て， 

会話のやりとりのポイントを確認した。 
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伝え方を確認したことで，生徒ｂ自ら考え判断し，

相手に伝えることができたと考える。 

これらのことから，生徒ｂはどのような言葉で伝

えるのか, 分からないときにどうすれば良いのかな

どを，活動前に視覚的に提示しながら，生徒ｂ自身

で考えさせて確認する指導が効果的であったと考え

る。個に応じた知識・技能を習得させることをねら

った対面授業だけでなく，般化の場となるオンライ

ン授業においても，同様の活動を繰り返し行うこと

で，生徒ｂが自ら考えて自分の気持ちを伝えるため

の方法を判断し，状況に応じて自分の気持ちを相手

に伝えることができたと考える。 

(2) 研究授業後の行動観察及び聴き取り調査から 

日常生活の指導（朝の会）では，昨日の出来事を

発表する時間を設けている。研究授業前後で，生徒

ｂと教員の会話のやりとりがスムーズになった。研

究授業前後の朝の会の様子を，表11に示す。 

 

表11 研究授業前後の朝の会の様子 

場面 行動観察の様子 

研究 

授業前 

聞かれたことに対して正確に答えることが難しく，決まり

が悪くなり，進行表をめくって次に進めようとしていた。 

研究 

授業後 

ジェスチャーを交えて出来事を伝えていた。尋ねられたこ

とに対して，違うという気持ちを説明する発言があった。 

 

全研究授業終了後，生徒ｂに感想を聞くと「ＭＴ

とやってるテレビ電話（Meetを指す。）が楽しかっ

た。」と好反応だった。Meetを用いたことで会話の

やりとりに慣れ，会話のやりとりのポイントを意識

して自分の言葉で相手に伝えようとするだけでな

く，相手の考えを受容しようとする意欲につながっ

たと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

○ 自立活動の指導において，デジタル機器を活用

した対面授業とオンライン授業を組み合わせた指

導の工夫を行うことで，知的障害のある生徒の

「自ら考え，主体的に判断し行動する力」を育成

することができることが分かった。 

○ オンライン授業における自立活動は，対面授業

において，生徒に活動の見通しをもたせ，機器の

操作方法や画面越しの相手に伝えるための方法を

身に付け活用できるようにしておくことで，オン

ライン上での効果的な指導が可能であることが分

かった。 

 

２ 研究の課題 

日々の生活場面で般化させていくためには，自立

活動の時間だけでなく，日常生活のどの活動におい

ても，取組を継続し，生徒自らが考え，主体的に判

断し行動する場面を設定する必要がある。 

 

【注】 
(1) 広島県立福山北特別支援学校(令和３年)：『令和２年

度研究紀要』pp.６-11を参照されたい。 

(2) 文部科学省（平成30年）：『特別支援学校教育要領・

学習指導要領解説自立活動編（幼稚部・小学部・中学

部）』開隆堂出版p.19及びpp.116-117を参照されたい。 

(3) 墨田区教育委員会（令和２年）：「児童生徒の学びを

止めないために－オンライン授業の取組－」文部科学省

『特別支援教育No.79』東洋館出版社pp.34-35を参照され

たい。  

(4) 権頭こずえ・髙尾兼利（2020）：「常同行動に関する

一考察－知的障害概念と自閉症概念の共通点と相違点を

手がかりにして－」『西九州大学子ども学部紀要 第11

号』 pp.95-100を参照されたい。 
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